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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マウス,-ムスター,ラットおよび家兎のごとき実験用小動物卵子の体外受精に関する最近の研究は,
受精成功率の向上や受精機構の解明に大きく寄与している｡これに比べ動物種間の体外受精に関する研究
は,まだその緒についた程度といっても過言でない｡著者は-ムスター,モルモット,マウス,ラット,
家兎などを用い,精子の受精能獲得要因ならびに卵子の体外種間受精につき研究し,いくつかの新しい知
見をえている｡そのうちの種問受精に関してえられた主な結果はつぎの通 りである｡
卵子の透明帯は異種動物精子の侵入を阻む主要な障壁で,受精能獲得精子でも異種卵子に侵入し難い｡
しかし組み合わせる動物種の配偶子によっては異種精子の侵入を許すものがある｡透明帯を除去した卵子
への異種精子侵入の可能性は動物種によって異なり,その卵子が異種精子の侵入をうけ入れ易い動物 (-
ムスター),うけ入れない動物 (マウス),限定された異種精子のみの侵入をうけ入れる動物 (家兎,ラッ
ト)に分類される｡この場合透明帯除去卵子への異種精子の侵入が認められる事例においても,精子の受
精能獲得が前提となることが必要である｡さらに異種精子侵入卵の形態学的特徴も明らかにされている｡
以上のように本研究は小実験動物を用いて精子の受精能獲得要因および異種間の体外受精に関する検索
をおし進めたもので,家畜繁殖学および動物の生殖生理学に貢献するところが大きい｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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